
尾道市立瀬戸田小学校

改善計画

7月 1月

　
【自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０
Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】イ：自己評価は適正である。
                   ロ：自己評価は適正でない。
                   ハ：わからない。

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

1①
A

イ ロ ハ

学校風土としての教
育研究の定着

小
中
（

高
）

連
携
の
推
進

９(12)年間でめざす
資質・能力の育成

教
育
研
究
の
充
実

j 結果と課題の説明
i

評
価

b 中期経営目標

１　総合的な学習の時間と生活
科を中心にした「ふるさと学
習」の充実

２　コミュニティ・スクールの
機能化（地域連携）

進捗
状況
（時
数）
１年
生
84％
2年生
101
％
3年生
95％

１①
生
82.9
保
83.7

令和7年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

h
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度

f
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標
値

g
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値

g
達成
値

a

スクールプライド
（学校への愛着や
誇り）の育成

e 評価指標

1　地域の方と連携し、地域発見を柱とし
　た課題解決学習の実施。

２　学校運営協議会の定期的な開催と協議
　会委員の学校行事等への積極的な参加

1　児童アンケート
　Q児童アンケートの実施
　　「ふるさとが好きです
か」
　　の肯定的評価の割合

2　学校運営協議委員アンケー
ト
　Q「学校は定期的・計画的に
評
　　価・改善をし教育の質を
上げ
　　ている」の肯定的評価の

８０％

100%

9

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

・老人会との交流を生徒の主体
性を大切に、地域に来てやって
欲しい。

・３年生がこの度作った双六な
ど貸し出す方法もある。
・「島かるた」など、子どもが
作ったものを島内に知らせて欲
しい。
・特色ある学校づくりが進み、
子どもが生き生きしていると思
う。

80%

１ 来年度の取組で検討す
る。

１ ゲストティーチャーを活
用するなどして、協働的に
探究する学習の充実を図
る。また、生徒の主体性を
引き出し、それを大切にし
た学びの実現を目指して授
業改善を行う。
1 子どもたちが作ったもの
を貸し出したり、紹介した
りしていく。

1 今年の研究をまとめ、来
年度の研究に繋げていく。

2 小６の児童の様子を３月
中に全教員が見に行くな
ど、小学校との連携をすす
める。

3 生徒アンケートの分析を
する。

１ 来年度も引き続き、協働
的に探究する単元の開発を
行い、授業改善を行ってい
く。また、教育研究を全職
員で進めていき、教職員が
主体的に取り組むことがで
きる環境をつくる。

２　来年度も小原友行教授
と本校担当指導主事を招聘
し、校内研修を実施する。

３　複数の教員が視察に行
くことができるようにす
る。

・ポジティブな声かけで、子ど
もの自己肯定感が高まっていく
と思う。いい声かけができてい
る。
・授業参観での子どもたちの表
情が良い。

・早寝早起きの時間の設定が気
になる。子どもの、早寝早起き
のアンケート結果と授業中に集
中力がないなどの関連も調べて
みては？（家庭での読書習慣・
歯磨き習慣は因果関係があると
言われている）

・いろいろ工夫して取り組まれ
ていることがよく分かる。

１　基礎学力の定着

２　国語科を中心にした授業実
践の充実

１　児童実態に応じたモジュール学習の実
　施

２　研究授業実施クラスへ児童アンケート
　の実施

1　漢字、数計算領域のテスト
において８０点以上の児童の
割合

２　児童アンケート
　Q「対話活動を通して学びを
深
　　めることができた。」の
肯定
　　的評価の割合

80%

８０％

かしこく　やさしく　たくましく
～さまざまな体験活動をとおして～

１
　A

２
　A

３①
　B

１　委員会や保健体育部の活動とリンクさ
　せ達成状況を可視化

１　校区スタンダードの定着
（小中学校合同取組事項）
　・あいさつ・早寝・早起き・
朝ご飯・家庭学習の習慣化

9

１　児童アンケート（４点固
定）
　Q「スッキリ起きることがで
　　きている」の肯定的評価
の
　　割合

教
職
員
の
働
き
方
改
革

働きがいがある職場
づくり

１　職場の労働環境の改善 １　ハード面（環境整備、時間外労働の縮
　減）とソフト面（行事の精選等）の改善

1　「学校における働き方改革
アンケート」（市教委作成）
　Q「日々の業務の中で充実感
を
　　得られている」の肯定的
評価
　　の割合
　　（昨年度：90％）

A

A

9

9

・先生達が元気で、子ども達に
向き合って欲しい。

１　教職員が充実感を
得られるような、地域
や保護者からの声、生
徒の様子を積極的に便
りに載せたり、直接伝
えたりする。

２　風通しのよい職場
つくりを心がける。

ミッション 地域の強みを生かした小中高連携による瀬戸田教育の発展 ビジョン
コミュニティ・スクールの強みを生かし、地域連携と小中（高）連携をさらに充実させながら、個別最適
な学びと協働的な学びの実現を図ることで、教育の質を高め、すべての子どもたちの可能性を引き
出す。

95%

様式1


